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研究成果の概要（和文）：水溶性ビタミンである、ニコチン酸およびニコチンアミドは、哺乳類

において様々な生理作用を発揮するが、細胞内への取り込み機構やその動態については不明な

点が多い。主に免疫沈降法および免疫染色法による解析の結果、特にニコチンアミドおよびそ

の関連化合物は、ミトコンドリアに局在することが示唆された。しかしながら、これら取り込

みにかかわる因子についての同定には至らなかった。 
 
研究成果の概要（英文）：Nicotinic acid and nicotinamide are one of water-soluble vitamins and have 
various physiological functions in mammals. However, the mechanism of uptake and intracellular 
dynamics of nicotinic acid and nicotinamide are unknown. Especially, it was suggested that 
nicotinamide and its related compounds were localized in mitochondoria by immunostaing analyses. 
However, related factors were not identifiable. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,100,000  1,100,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2009 年度 600,000 180,000 780,000 

2010 年度 600,000 180,000 780,000 

  年度    

総 計 3,300,000 660,000 3,960,000 

 
 
研究分野：生化学、分子細胞生物学、分子ビタミン学 
科研費の分科・細目：農芸化学・食品科学 
キーワード：ニコチン酸、ニコチンアミド、NAD、動物培養細胞、PARP、Sirtuin 
 
１． 研究開始当初の背景 

水溶性ビタミンであるニコチン酸、ニコチ
ンアミドは、細胞内に取り込まれ、NAD に
変換された後、様々な生理作用を示す事は広
く知られていることであるが、これらビタミ
ンがどのような機構により取り込まれるか
については、特に細胞レベルでの解析がなさ
れていないことから本研究課題の着想に至
った。また、ニコチンアミドについて注目す
ると、NAD の前躯体であると同時に、NAD
が多彩な作用を発揮するうえでの調節因子
として機能することも研究者のこれまでの

検討により示唆されていた。そこで、本ビタ
ミンの細胞レベルでの動態解析を検討した。 
 
２． 研究の目的 

哺乳類細胞において、本ビタミンの細胞内
への取込み機構ならびに細胞内における動
態の解明を主な目的とした。  
 
３． 研究の方法 
動物培養細胞を研究材料とし、主に免疫染

色法および免疫沈降法による解析により検
討を行った。 
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４．研究成果 
 特に、ニコチンアミドが細胞内に取り込ま
れ、どのような挙動を示すかについて、抗ニ
コチンアミド抗体を用いての免疫染色法に
より、細胞内の局在について解析したところ、
特にミトコンドリアと予想される部位に局
在することが示唆された。さらに、この局在
状態の動態を探るために、ニコチンアミドが
どのようなタンパク質性の因子と結合して
いるかについて、続いてはアフィニティビー
ズによる免疫沈降法により解析した結果、今
回のアプローチでは、ニコチンアミドと結合
する特定因子の回収、同定には至らなかった。
その理由として考えられる事としては、今回
の検討で用いたアフィニティビーズの回収
能力や特定因子の量の少なさなどが挙げら
れる。特に後者に関しては、免疫染色法によ
る検討の結果、主にミトコンドリアへの局在
が示唆された事から、今後は細胞分画等を行
い、オルガネラレベルでの解析を検討する事
により、より詳細な知見が得られると予想さ
れ、分子および細胞レベルでのビタミン学の
進展に貢献することが期待される。 
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